
避難民の方は、ほとんど持ち物を持たずに避難されたため、日常品や日本での生
活に必要な物資が不足しています。安心して生活できるように、継続的な物資支
援が求められています。

不足している“生活必需品の支給”

新しい土地での生活で直面する「言葉の壁」。独学だけでは、買い物や病院など
のさまざまな場面に適応するための日本語習得には限界があります。
言語による不安を感じずに生活するためには、学習支援が必要です。

日本語学習の取組

就労においては、単に言葉のスキルだけでなく、履歴書の作成や面接対策1など
のスキルの向上、さらに適切な職場とのマッチング支援が欠かせません。

自立のための“就労支援”

ロシアの侵攻により故郷を離れたウクライナ避難民の方を令和7年4月から受け入れ
ています。慣れない土地で安心して生活が築けるよう、皆様のご協力が必要です。

寄附に関する問合せ｜まちづくり課タウンプロモーションチーム 　☎︎0295−72−1131

事業に関する問合せ｜観光商工課 　☎︎0295−72−1138
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♦︎目標金額：210万円

♦︎募集期間：2025年10月7日〜2026年1月4日

♦︎支援方法：寄附専用サイトからご支援いただけます

大子町クラウドファンディング

♦︎ 返礼品 ：常陸牛、奥久慈りんご、大子産米など、
　　　　    様々な返礼品をご用意しています

詳細は
こちらから


